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麻
生
家
文
書
資
料
紹
介

(
そ
の
三
)

穂
波
郡
目
尾
村
に
お
け
る
麻
生
太
吉
の
石
炭
採
掘
に
関
す
る
明
治
四
年
の
資
料

今

野

孝

麻
生
家
が
す
で
に
幕
末
に
お
い
て
石
炭
採
掘
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
、
秀
村

選
三
教
授
の
「
麻
生
家
の
古
文
書

」
(

「
麻
生
百
年
史
』
所
収

)
に
お
い
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
頃
の
麻
生
家
は
農
業
経
営
を
中
心
に

し
て
い
た
の
で
あ
り
、
石
炭
坑
業
へ
の
本
格
的
な
進
出
は
明
治
期
、
麻
生
太
吉
の

代
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
麻
生
太
吉
が
は
じ
め
て
石
炭
採
掘
に
着
手
し
た
の
は
明
治
五
年
で

あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
だ
。
太
吉
自
身
、

「
私
が
最
初
石
炭
鉱
業
に
指
を
染
め
た
の

は
明
治
五
年
で
、
恰
度
十
六
歳
の
時
で
あ

っ
た
と
思
ふ
、
四
人
で
組
合
を
組
織
し

て
目
尾
炭
坑
を
開
坑
し
た
の
で
あ
る
」

(
「
私
の
創
業
時
代
」

「
石
炭
時
報
」
大

正
十
五
年
四
月

)
と
述
べ
て
い
る
。

目
尾
で
の
採
掘
の
資
料
は
残
さ
れ
て
い

な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
太
吉

の
言
葉
に
よ

っ
て
「
明
治

五
年
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
麻
生
家
文
書
を
整
理
し
て
い
く
な
か
で
、
目
尾
で
の
採
掘
に
関
す

る
資
料
が
数
点
み
つ
か
っ
た
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
れ

ば
す
で
に
明
治
四
年
に
麻
生
太
吉
が
目
尾
村
の
山
元
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
し
た

の
で
あ
る
。
明
治
五
年
と
い
う
の
は
太
吉
の
記
憶
違

い
で
あ
ろ
う
か
。

因
み
に
、
麻
生
太
吉
は
安
政
四
年
七
月
七
日
生
れ
、
明
治
五
年
に
十
六
才

(
数

え
年

)
で
元
服
し
て
そ
れ
ま
で
の
幼
名
靏

次
郎
か
ら
太
吉
に
改
名
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。
明
治
四
年
七
月
の
資
料
に
「
太
吉
」
、
ま
た
同
十
月
に
「
靏
次
郎

」
と
あ

り
こ
の
点
に
疑
問
が
の
こ
る
が
、
麻
生
靏

次
郎

(
後
の
麻
生
太
吉

)
が
明
治
四
年

に

目

尾

村

の
山

元

と

さ

れ

て

い
た

こ
と

は
間

違

い
な

い
よ

う

で

あ

る
。

(
資

料

一

)
は

明

治

四
年

七

月

の
も

の

で

あ

る

が

、

麻

生

太

吉

と

な

っ
て

い
る

。

こ

の
資
料

は

四
人

の
山

元

と

目

尾
村

と

の

聞

で
村

益

ほ

か

に

つ

い
て

定

め

た
も

の

で

あ

る
。

資
料

自

体

は

一
紙

(

刎

×
お

α

)
で

あ

る

が

、

太

吉

の
自

筆

で

「
穂

波

郡

目

尾

村
借

区
引

受

証

」
と

書

か

れ

た

紙

袋

に

入

っ
て

い
る

。

「
借

区

」
と

い
う

語

か

ら

、

こ

の
袋

が

後

に

な

っ
て
作

ら

れ

た
も

の

で
あ

る

こ
と

は

明

ら

か

で

あ

る
。

(
資

料

二

)
は

焚

石

会

所

か
ら

の
前

借

金

を

記

し

た

も

の

で

あ

る

が

、

明

治

四
年

未
十

月

に

目

尾

村

山

元
麻

生
靏
次
郎

と

記

さ

れ

て

い
る
。

(
資

料

三

)
は

目
尾

村

で

の
靏
次
郎

の
採

掘

に

お

け

る

収

支

を

う

か

が

え

る
資

料

で

あ

る

が

、

お

そ

ら

く

は

そ

の
見

積

り

で

あ

っ
た

と

思

わ

れ

る

。

資

料

は

長

帳

の

一
丁
分

の
紙

(
1
2
×
3
3
㎝

)
に
記

さ

れ

て

い
る
。

(
資

料

一

)

穂
波
郡

目
尾
村
石
炭

借

区

、引

受

証

袋

(

30

×
1
2
㎝

)



約

定

書

之

事

一、当
村
焚
石
上
中
下
共

二
左
之
村
益
定

ニ
テ
臼
銀
被
御
申
合
御
掘
方
御
頼
申
候
、

右

二
付
御
田
畠
御
山
道
橋
其
外
破
損

い
た
し
候
テ
も
柳
相
談
筋
不
仕
候
、
勿
論

田
畠
御
山
古
野
山
何
方
え
口
御
打
被
成
掘
方

二
相
成
候
テ
も
相
障
不
申
候
、
併

シ
是
迄
主
有
ケ
所

ハ
指
除
ケ
可
申
候
、

一、銀
預
弐
拾
四
文

右

ハ
村
益
御
通
帳
付
百
斤
分

一、同

拾
文

右

ハ
御
田
畠
古
野
山
之
内
掘
方
分
請
持
主
被
相
従
分
御
通
帳
前

一、同

五
文

右
同
断
之
内
舞
穿
出
来
候
分
仕
戻

シ
請
負
分

一、春
田
壱
反
年
貢

八
俵
宛

一、春
田
壱
反
年
貢

四
俵
宛

一、畠
作
壱
反
年
貢

四
俵
宛

一、春
畠
壱
反
年
貢

三
俵
宛

〆
一、此
節
掘
方

ニ
テ
田
畠
損
シ
候
分

ハ
一
連

ハ
元
之
作

二
相
成
候
様
仕
戻
シ
可
被
成

候
、

「、是
迄
又
右
衛
門
和
右
衛
門
掘
方
致
来
候
分

ハ
是
迄
之
村
益

ニ
テ
掘
方
致
さ
せ
可

申
候
、

「
掘
方
申
差
掘
仕
舞
三
拾
日
之
間

二
舞
穿

仕
戻
夫

ハ
村
中
半
分
山
元
中
半
分

ニ
テ

致
候
事
.

右
之
通

ニ
テ
当
村
焚
石
掘
方
相
頼
候

二
付
御
勝
手

二
御
掘
方
可
被
成
候
、
依
テ

為
後
年
約
定
書
如
件
、

明
次
四
歳
未
七
月

麻
生

太
吉

殿

同

藤
十
郎

殿

浅
野
又
右
衛
門

殿

福
間
和
右
衛
門

殿

(
資
料
二
)

目
尾
村

百
姓
中
　

同
村

組
頭
口
中
　

同
村

組
頭
中
　

同
村
庄
屋山

本
陽
平
　

〔麻
生
家
文
書
資
料
番
号

各
坑
ー
1
〕

明
治
四
年

目
尾
村
山
元

未
十
月

麻

生
靏
次
郎
　

穂
波
郡
目
尾
村
焚
石
大
塊
掘
方
仕
入
金
前
借
御
請
申
上
ル
間
通
帳

焚

石

御

会

所

(

お

×

E

㎝

)



一
銀
預
五
百
七
拾
六
貫
目

右

ハ
大
塊
焚
石
仕
入
金

御
前
借
借
状
帳
前

八

月
(
朱

)

内
「
正
三
千
〆
分
」

四
千
三
百
弐
拾
貫
文

右
内
場
相
渡
ス

十
月
四
日

(
朱

)
「
七
千
弐
拾
貫
分
」

壱
万
八
拾
貫
文

右
同
断

十

一
月
廿
七
日

壱
万
八
拾
貫
文

右
同
断

十

一

月
十
九
日

七
千
弐
百
貫
文

右
同
断
石
井
ゑ

小
竹

二
お
い
て
相
渡

ス

〔
麻
生
家
文
書
資

料
番
号

庄
屋
B
-
3
2

(
資

料

三

)

目
尾
村

未
七
月
十
九
日
　
十

一
月
十
四
日
迄

、
日
役
六
千
九
百
人

袋

壱
万
七
千
弐
脂
譜

文

壱
人

二
付
弐
貫
五
文

石
炭
四
百
万
斤

但
壱
万
斤

二
付

四
拾
三
貫
百
廿
五
文

仕
操
賃

日
役
銭

同
廿
八
貫
文

掘
子
賃
銭

日
役
弐
千
七
百
四
十
四
人

弐
貫
五
文
宛

一

十

一
月

十

四

日

諭
申

正

月
十

一
日
迄

同
十
七
貫
百
五
十
文

同
四
貫
五
百
文

同
壱
貫
弐
百
文

同
壱
貫
六
百
文

同
三
貫
八
百
文

同
弐
貫
文

同
弐
貫
文

水
銭

地
床
代

村
備

山
棟
梁

岡
出
し

山
川
か
ん
ば

積
方
岡
入

〆
百
三
貫
三
百
七
十
五
文

靏
次
郎

日
四
十
九
人

内



銭
七
百
七
+
文

壱
万
斤

代
七
十
七
貫
文

〆
廿
六
貫
三
百
七
十
五
文

不
足

〔
麻

生

家

文

書

資

料

番

号

明

A
1

40

の

ー
〕

1

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
麻
生
太
吉
は
明
治
四
年
に
は
目
尾
村
で
石
炭
採
掘
事
業

に
着
手
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
、
さ
ら
に
(
資
料

一
)
に
よ
れ
ば
、
す

で
に
明
治
四
年
の
七
月
以
前
か
ら
目
尾
村

で
石
炭
を
採
掘
し
て
い
た
浅
野
又
右
衛

門

・
福
間
和
右
衛
門
の
両
名
に
麻
生
太
吉

と
麻
生
藤
十
鼠
が
加
わ

っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
太
吉
自
身
の
「
四
人
で
組
合
を
組
織
し
て
」
と
い
う
言
葉
と
も

一
応
の
符

合
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
資
料
二

)
の
前
借
金
と

(
資
料
三

)
と
の
関
連

は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
は
掲
出
し
な
か

っ
た
が
「
手
形
之
事
"

(
三
枚

)

に
よ
れ
ば
、
申

(
明
治
五
年

)
二
月
廿
八

日
、
三
月
廿
四
日
、
三
月
廿
五
日
に
も

目
尾
村
山
元
靏
次
郎

は
焚
石
会
所
か
ら
銀
預
で
そ
れ
ぞ
れ
四
百
七
拾
貫
文
、
九
百

貫
文
、
弐
百
貫
文
を

「
焚
石
代
銭
之
内
御
前
借
」
し
て
い
る
、

一
方

(
資
料
三

)

に
よ
れ
ば
靏
次
郎

は
明
治
四
年
七
月
十
九

日
よ
り
開
坑
に
着
手
し
十

一
月
十
四
日

か
ら
翌
年

一
月
十

一
日
ま
で
四
百
万
斤

の
石
炭
を
採
掘
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

こ
の
資
料
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
開
坑
と
実
際
の
採
掘
お
よ
び
積
下
げ
ま
で
に
か
か

る
諸
費
用
は
、

一
万
斤
に
付
百
三
貫
三
百
七
十
五
文
で
あ
り
、
会
所
の
買
上
価
格

の
七
十
七
貫
文
で
は
廿
文
貫
三
百
七
十
五
文
の
不
足
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

諸
費
用
の
う
ち
の
主
な
も
の
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
仕
操
賃

・
日
役
銭
の
四

の

一
・
七
%
、
堀
子
賃
銭
二
七

・
一
%
、
そ
し
て
水
銭
の

一
六

・
六
%
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
何
故
麻
生
太
吉
が
穂
波
郡
の
目
尾
村
で
石
炭
の
採
掘
を
行
な

っ
た
か

を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
な
い
が
.
明
治

三
年
六
月
か
ら
父
の
麻
生
賀
郎

(
立
岩

曳

〆

触
触

口
役

)
が
穂
波
郡
飯
塚
触
三
十
三
ケ
村
を
触
下
に
お
い
て
い
た
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「
穂
波
郡
目
尾
村
庄
屋
組
頭
乍
恐
御
願
申
上
ル
ロ
上

励
覚
U
に
よ
る
と
.
飯
塚
触

の
村

々
は
慶
応
二
年
以
来
凶
作
に
苦
し
ん
で
い
た
よ
う

で
あ
る
が
、
明
治
三
年

に
は
触
下
の
各
村
は
豊
作
に
恵
ま
れ
た
中
で
目
尾
村
の
み

一
村
、
養
水
切
れ
の
た
め
に
不
作
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
、
そ
こ
で
明
治
四
年
の

五
月
に
「
先
年
取
残
焚
石
丁
場
」
を
も
と
の
山
元
三
人
に
掘
ら
せ
る
こ
と
に
し
「

御
益
銭
之
内
八
拾
文
御
救
渡
被
仰
付

」
よ
う
願

い
出
て
い
る
、

か
か
る
事
情
を
知

っ
て
い
た
触
口
役
の
賀
郎
が
、
村
救
の
目
的
で
麻
生
太
吉
に

目
尾
村
で
の
石
炭
採
掘
を
さ
せ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
資
料

一
)
の
約
定
書
で
村
益
に
つ
い
て
か
な
り
厳
密
に
取
き
め
な
が
ら
も

「

当
村
焚
石
掘
方
相
頼
候
二
付
、
御
勝
手

二
御
掘
方
可
被
成
候
」
あ
る
い
は
、

「
御

田
畠
御
山
道
橋
其
外
破
損
い
た
し
候
テ
も
柳
相
談
筋
不
仕
候
」
な
ど
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
推
察

で
き
る
し
、
同
時
に
太
吉
が
袋
に
「
借
区
引
受
証

」
と
記
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
、

①

こ
れ
ま
で
、
麻
生
太
吉
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は

「
麻
生
太
吉
伝
』

(
泉
彦

蔵
、
麻
生
太
吉
伝
刊
行
会
、
昭
和
九
年

)
お
よ
び

『
麻
生
太
吉
翁
伝
』

(
麻
生

太
吉
翁
伝
刊
行
会
、
昭
和
十
年

)
が
多
く
の
記
述
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
前
者

は
九
水

・
九
軌
を
そ
の
刊
行
会
の
母
体
と
し
、
後
者
は
麻
生
商
店
で
あ
る
。
両

書
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
の
資
料
の
調
査
に
よ

っ
て
訂
正
さ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
両
者
間
に
も
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
両
書
の
年
譜

か
ら
明
治
五
年
～
十
四
年
を
炭
坑
関
係

の
み
を
ぬ
き
出
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一鵬一



'

年

月

明
治
五
年

1

六

年

1十

月

十

一
月

十
年
九
月

十

二
年

ー一
月

十
三
年
四
月

十
四
年

八
月

十
月

麻

生

太

吉

伝

父
賀
郎
氏
、
目
尾
御
用
炭
山
採

掘

二
関
係

ス

賀
郎
氏
、
忠
隈
有
井
開

ケ
谷

鉱
区

二
関
係
ス

賀
郎
氏
、
有
井
開
ケ
谷
坑

二
共

同
ニ
テ
採
炭
従
事

賀
郎
氏
、
有
井
泉
ケ
谷
坑

二
関

係

ス

賀

郎

氏

、
鯰
田

浦

田
坑

及
寺

ケ

坂
坑

採

掘

二
関

係

ス
。

翁

之

ヲ

佐

ク
。

父
賀

郎

氏

ト
共

二
、

翁

、

綱

分

煽

石

坑

開

盤

二
従

事

ス
。

平

恒

煽

石

山

二
関

係

ス
。

父

ト
共

二
嘉

麻

社

ヲ

組

織

シ
、

綱

分

煽

石
坑

ヲ
組

合
経

営

ト

ス

賀

郎

氏

、

有

井

下
笠

松
坑

及

泉

鳥

羽

坑

二
関

係

ス
、

麻

生

太

吉

翁
伝

目
尾
御
用
山
ヲ
他
ノ
三
氏
ト

共
同

ニ
テ
採
掘
初

メ
テ
石
炭

鉱
山
事
業

二
着
手

ス

忠
隈
山
王
谷

ニ
テ
採
炭
ス

有
井
山
ヲ
他
ノ
二
名
ト
共
同

ニ
テ
採
炭
ス

有
井
開
ケ
谷
坑
ヲ
某
氏
ト
共

同

ニ
テ
採
炭
ス

有
井
泉
ケ
谷
坑

ヲ
某
氏

ト
共

同

ニ
テ
採
炭

ス

麓
田
浦
田
坑
及
寺
ケ
坂
坑
ヲ

他
ノ
二
氏
ト
共
同

ニ
テ
採
炭

ス綱
分
煽
石
坑

ヲ
採
炭
ス

平

恒

煽

石
山

ヲ

他

ノ
二

氏

ト

共

同

ニ
テ

採

炭

ス

等
に
も
太
吉
の
名
が
で
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
賀
郎
の
事
業

と
す
る
の
は

疑
問
が
あ
る
。

②

麻
生
太
吉
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
。
あ
る
い
は
従
兄
弟
に
あ
た
る
人
か
。

⑤

麻
生
家
文
書
資
料
番
号

明
A
-
14
0の
4

④

排
水
に
か
か
る
費
用
。

諸
費
用
の
う
ち
仕
操
費

・
日
役
銭
に
つ
い
て
は
こ

れ
を
起
業
費
と
し
て
除

い
て
計
算
す
れ
ば
、
堀
子
賃
銭
が
四
六

・
四
%

。
水
銭

は
二
八

・
四
%
と
な
る
。

ま
た
麻
生
太
吉
は
前
掲
「
私
の
創
業
時
代

」
の
な
か
で
目
尾
で
の
排
水
に
つ

い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
σ

「
其
辺
の
浅
い
炭
層
は
既
に
採
掘
さ
れ
尽
し
て
い
た
か
ら
、
我

々
は
勢
ひ
深
い

所
の
炭
層
を
採
掘
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
二
段
坪
と
称
し
て
二
重
に

竪
坑
を
穿
ち
、
各
刎
木
を
立
て
、
坑
内
の
水
を
深
い
坪
か
ら
浅
い
坪
へ
と
汲
揚

げ
て
地
表
に
排
水
し
た
の
で
、
其
最
下
部
か
ら
は
十
四
五
段
汲
位
と
な
り
、
勢

ひ
溜
水
の
多

い
段
は
二
人
掛
り
位
で
汲
揚
げ
ね
ば

な
ら
な
か

っ
た
。
併
し
之
れ

で
も
此
頃
で
は
稀
に
見
る
大
規
模
の
計
画
で
あ

っ
て
.
四
辺
か
ら
驚
異

の
眼
を

以
て
見
ら
れ
て
居
た
も

の
で
あ
る
。
」

⑤

麻
生
家
文
書
資
料
番
号

明
B
I
未
整
理

最
大
の
相
違
は
、
太
吉
の
石
炭
採
掘

に
つ
い
て

「
麻
生
太
吉
伝
』
が
明
治
十

四
年
に
「
賀
郎
氏
の
指
揮
の
下
に
綱
分
煽
石
坑
を
開
鑿

し
、
炭
業
の
第

一
歩
を

起
し
た
」
と
し
て
お
り
、
そ
れ
以
前
を
賀
郎
の
事
業
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
.

確
か
に
賀
郎

の
後
見
は
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
有
井

・
鯰
田

・
平
恒
の
資
料




